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本日の内容
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2018年３月期 第２四半期決算の実績

2018年３月期 通期の見通し

3. 今後の取り組み
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2018年３月期 第２四半期決算のポイント

1. バンコク駐在員事務所を中心に国際陸上輸送網の構築に向けた取り組みが進展
2. ベトナムで冷凍冷蔵品を含め食品物流の営業活動を強化
3. タイは、新規得意先の獲得もあり、堅調に事業が拡大

〈海外〉 インドシナ半島地域の事業展開が進捗

1. 得意先ニーズに応じ、複数の拠点を拡充し３ＰＬ事業が拡大
2. 大型拠点の安定稼働および得意先誘致に注力
3. 拡大する通販物流ニーズに応える体制をとり営業を強化

〈国内〉 機動的に拠点展開を進め３ＰＬ事業が拡大

1. 大型拠点への得意先誘致が進捗
2. 通販関連の得意先を中心に３ＰＬ事業が拡大

1. ベトナムで人件費、倉庫賃借料、燃料費
等の主要コストが増加

2. ベトナム旅客自動車運送事業の伸び悩み

〈決算結果〉 営業収益は2.7％の増収、利益面ではベトナムで
主要コストが上昇したことにより減益 （前年同期比）
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2018年３月期 第２四半期決算の概要

21,365 +568 2.7% 21,500 +434

44 -43 -98.4% △80 +80
（0.2%） （－）

43 -49 － △110 +103
（0.2%） （－）

△35 -13 － △130 +81

（－） （－）

1VND＝0.00499円
（1円＝200VND)

1VND＝0.00494円
（1円＝202VND) -0.00005円 -1.0%

1VND＝0.00487円
（1円＝205VND）

+0.00007円

(単位：百万円)  

売上、利益ともに期初の予想を上回る売上、利益ともに期初の予想を上回る



6

事業の種類別セグメント業績

大型拠点への得意先誘致が進捗し、アセット事業が拡大大型拠点への得意先誘致が進捗し、アセット事業が拡大

10,037
562

+266
-0

2.7%
-0.1%

4,036
242

+17
-94

0.4%
-38.9%

4,253
162

+357
+140

8.4%
86.2%

3,038
401

-71
-65

-2.4%
-16.4%

(単位：百万円)  
上段：営業収益
下段：セグメント利益

47.0％

18.5％

21.0％

13.5％

21,934

※Ｐはシェアの増減ポイント
（前年同期比）

±0.0Ｐ

-0.4Ｐ

+1.1Ｐ

-0.7Ｐ

トラック等を使用して商品を運送する事業 商品の入出庫等の荷役などを行う事業 商品の倉庫保管、不動産賃貸借を行う事業 引越、施工、通関、旅客運送などを行う事業

・通販関連の得意先との取引範囲

拡大や食品関連の輸送量増加
［日本ロジテム］

・燃料価格の上昇
[国内外各社]

・事業用車両償却費が増加
[ロジテムトランスポート]

・新規得意先の獲得により増収
[日本ロジテム]［ＬＧＩＴＥＭ（ＴＨＡＩＬＡＮＤ）］

・新規業務の立上げに伴い初期

コストが発生
[日本ロジテム]

・人件費の増加
[ＬＯＧＩＴＥＭ ＶＩＥＴＮＡＭ ＮＯ.２]

・前連結会計年度に取引を開始し

た得意先の保管面積が拡大
[日本ロジテム]

・大型拠点への得意先誘致が進捗

し倉庫稼働率が改善
[日本ロジテム]

・ハイヤー事業における契約件数

の伸び悩み
[LOGITEM ＶＩＥＴＮＡＭ ＮＯ.1]

・物品販売事業の収益改善のため

一部店舗を閉鎖
[L&K TRADING]
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所在地別の営業収益

国内は３.１％の増収、海外は前年同期並み国内は３.１％の増収、海外は前年同期並み

17,477 

3,888 

18,025 

3,909 

17/3期上期 18/3期上期
(単位：百万円)  

+21

日本 海外

17.8％

21,934

+547
3.1%増

(海外：中華圏、タイ、ベトナム、ラオス、ミャンマー、カンボジア）

0.6%増
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ベトナムグループの業績

※ベトナムグループ６社の連結数値 （ベトナムグループ間取引調整後）

競争の激化やコストの増加などにより業績が足踏み競争の激化やコストの増加などにより業績が足踏み

（単位：百万円)  

1VND＝0.00559円
（1円＝179VND)

1VND＝0.00499円
（1円＝200VND)

2,817
2,611

3,315

6

76

160

16/3期上期 17/3期上期

営業収益 営業利益

ベトナムドン

（VND）レート

2,936

62

18/3期上期
1VND＝0.00494円
（1円＝202VND)

15/3期上期
1VND＝0.00484円
（1円＝207VND)

※期初予想は
2,752百万円

※期初予想は
4百万円
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燃料価格、為替の変動による影響額

燃料価格は上昇、為替はベトナムドンが円高、タイバーツが円安燃料価格は上昇、為替はベトナムドンが円高、タイバーツが円安

17/3期上期
（16/3期上期比較）

18/3期上期
（17/3期上期比較）

+86百万円 -54百万円
（参考）
平均購入単価

日本
（使用量）

74.1円
（2.1百万㍑）

84.4円
（2.0百万㍑）

ベトナム
（使用量）

10,449VND
（2.3百万㍑）

13,211VND
（2.2百万㍑）

17/3期上期
（16/3期上期比較）

18/3期上期
（17/3期上期比較）

-4億94百万円 -5百万円
-15百万円 1百万円

（参考）為替レート（TTM）
ベトナムドン（VND）

1VND＝0.00499円
（1円＝200VND）

1VND＝0.00494円
（1円＝202VND）

※2 海外各社の当期実績（現地通貨、連結調整後）×当期と前期の為替レート差

※1 軽油平均購入単価の増減×当期使用量

※タイバーツ 3％円安



13/3期上期 14/3期上期 15/3期上期 16/3期上期 17/3期上期 18/3期上期

売上上位10社計 その他得意先計

10

クライアントの構成

得意先の多様化・取扱い拡大が進む得意先の多様化・取扱い拡大が進む

48.8% 45.7% 46.2% 46.8% 45.3% 44.8%

51.2% 54.3% 53.8%
53.2% 54.7% 55.2%

21,934
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キャッシュ・フロー

731

△1,033

△413

1,986

(単位：百万円)  

国内の新規拠点賃貸借に伴い、投資CFが減少国内の新規拠点賃貸借に伴い、投資CFが減少

営業ＣＦ 「減価償却費」の増加

投資ＣＦ 「敷金保証金の差入れ」による支出

「有形固定資産の取得」による支出

財務ＣＦ 「長期借入金の返済」による支出

「リース債務の返済」による支出

17/3期上期 18/3期上期 増減

営業ＣＦ 766 731 -35

投資ＣＦ △580 △1,033 -452

財務ＣＦ △238 △413 -174

換算差額※2 △137 △30 +106

現金残高※1 2,094 1,986 -107
※1 現金及び現金同等物の期末残高

※2 現金及び現金同等物に係る換算差額



154 117 +76
国内新設拠点への設備、空調
設備等

561 188 -5
事業用車両、荷役マテハン機
器等

9 17 +16
新規得意先センター作業向け
器具（タイ）等

230 169 -83
事業用車両リース

△11 162 -159

944
（521）
（422）

656
（308）
（347）

（410）
（89）

-157

設備投資の状況

12

※各社設備投資状況（有形固定資産、グループ間取引含む）

国内新設拠点、事業用車両への設備投資を実施国内新設拠点、事業用車両への設備投資を実施

(単位：百万円)  
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2018年３月期 通期の見通し

43,387 +612 1.4%

201 +18 9.2%

（0.5%）

137 +32 23.9%

（0.3%）

463 -456 -98.5%

（1.1%）

338.57円 － －

80円 － －

(単位：百万円)  

期初予想（2017年5月15日公表）を据え置き期初予想（2017年5月15日公表）を据え置き

※2017年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。
１株あたり当期純利益および配当金は、2017年3月期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算出しております。
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営業収益の見通し（事業の種類別）

20,281 20,417 +219 1.1%
・通販および食品関連の輸送
量が増加
（日本ロジテム）

7,919 8,107 +177 2.2%
・新規得意先の取扱いが拡大
（日本ロジテム）
（ロジテムタイランド）

7,755 8,659 +173 2.0%

・前連結会計年度の期中に取
引を開始した得意先の保管面
積が拡大、新規誘致の進捗
（日本ロジテム）

7,197 6,201 +41 0.7%
・輸出入取扱の増加
（ベトナム）
（ロジテムタイランド）

43,153 43,387 +612 1.4%

(単位：百万円)  

貨物自動車運送事業、アセット事業が堅調に推移貨物自動車運送事業、アセット事業が堅調に推移
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営業収益の見通し（所在地別）

国内は増収、海外は前期並みとなる見通し国内は増収、海外は前期並みとなる見通し

34,412 35,520 +689 1.9%
日本ロジテム
＋5.0億円

国内子会社
＋1.8億円79.7% 81.9%

8,741 7,867 -77 -1.0%
ベトナムグループ
－2.7億円

ほか海外子会社
＋1.9億円20.3% 18.1%

43,153 43,387 +612 1.4%

1VND＝0.00552円
（1円＝181VND)

1VND＝0.00487円
（1円＝205VND)

1VND＝0.00487円
（1円＝205VND) ±0円 －

(単位：百万円)  
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営業利益の見通し

上期は予想を上回る進捗、下期に利益確保の見通し上期は予想を上回る進捗、下期に利益確保の見通し

17/3期
（実績）

(単位：百万円)  

18/3期
（予想）

+22+205

16/3期
（実績）

連結調整 一般管理費

営業総利益 増減

273

201
220

+37

-133

-23 -90

日本ロジテム 国内子会社

ベトナムG

海外子会社
（ベトナムG除く）

-72
営業総利益 -137
一般管理費 +64

営業総利益 +109
一般管理費 -90

+18
営業利益

※数値は期初の通期予想
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当社グループを取り巻く事業環境



20

中期経営計画2019

■

基本戦略の実行により成長を図る基本戦略の実行により成長を図る
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21

中期経営計画2019 業績目標

■

営業収益 営業利益

（単位：億円）

既存収益基盤の強化および新たな収益の柱の確立に取り組む既存収益基盤の強化および新たな収益の柱の確立に取り組む
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国内の重点施策

国内

・市場ニーズに応じた営業資産（自社車両、倉庫）の増強

・貨物自動車運送事業のサービス力、収益力の向上

・通販や小売関連など成長が見込まれる分野の事業拡大

・事業の選択と集中の実行による成長市場へのシフト

・グループ連携によるグローバルな営業開発の推進

・環境変化に適応する労働環境の整備

３ＰＬ事業の拡大
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輸送力の強化

貨物自動車運送事業のサービス力、収益力を強化貨物自動車運送事業のサービス力、収益力を強化

※当社および国内連結子会社のセグメント業績

（単位：億円）

14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期予想

営業収益

セグメント利益

164 164 169 172

8.2

4.6

8.5
7.3



15/3期 16/3期 17/3期 18/3期予想

その他の得意先

メーカー系の得意先

24

成長市場への取り組み

通販関連をはじめ、成長市場の物流取り扱い拡大を図る通販関連をはじめ、成長市場の物流取り扱い拡大を図る

23.0% 22.9% 27.0%

※当社の売上上位50社に占める
メーカー系以外の得意先売上構成比
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国内拠点展開の状況

得意先ニーズに応じ拠点を拡充得意先ニーズに応じ拠点を拡充

・稲沢センター

・高槻センター

※当社グループ進出エリア

・平和島営業所
・日野センター

・大田センター

平和島営業所

日野センター

大田センター



国際物流の強化

26

グループ会社間の連携を強化し営業開発を推進グループ会社間の連携を強化し営業開発を推進
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海外の重点施策

海外 アジア地域の事業展開を加速

・インドシナ半島域内の国際陸上輸送網拡充による

クロスボーダー輸送の拡大

・冷凍冷蔵分野を含めた食品物流の拡大

・グループ連携によるグローバルな営業開発の推進

・成長市場へのシフトを見据えた新規事業の検討

・各進出国における管理体制の強化

・グループ間の交流による人財育成の強化
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インドシナ半島地域の成長戦略

単一市場化を目指すＡＥＣ（ASEAN経済共同体）が発足単一市場化を目指すＡＥＣ（ASEAN経済共同体）が発足
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インドシナ半島地域の成長戦略

ダナン

ハノイ

ホーチミン

プノンペン

ヤンゴン

バンコク

ビエンチャン

モーラミャイン

サワナケット

道路インフラの整備が進み、域内のアクセスが向上道路インフラの整備が進み、域内のアクセスが向上



30

インドシナ半島地域の成長戦略

これまでの実績を活かし、クロスボーダー輸送事業の拡大を推進これまでの実績を活かし、クロスボーダー輸送事業の拡大を推進



ダナン

ハノイ

ホーチミン

ベトナムグループの重点施策

ベトナムでの事業を一層強化し、海外の事業展開を牽引ベトナムでの事業を一層強化し、海外の事業展開を牽引

31



ベトナム、食品物流の拡大

32

物流サービスも充実し、食品物流は拡大基調で推移物流サービスも充実し、食品物流は拡大基調で推移

※LOGITEM VIETNAM CORPとLOGITEM VIETNAM NO.2の
売上（単純合算）に占める食品関連の売上高とその割合

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期予想

（単位：百万円）

24.7%

959
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タイを中心にベトナム以外の海外法人も成長タイを中心にベトナム以外の海外法人も成長

海外法人の売上構成

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期予想

ベトナム以外の海外法人８社計※タイ含む

ベトナムグループ６社計

タイ単独

※海外所在地別の売上構成比（グループ間取引調整後）

24.0%

23.6%

20.7%

22.0%

25.3% 28.0%

※ほか海外8社：中華圏、タイ、ラオス、ミャンマー、カンボジア

14.3%
15.1%

13.2%
14.1%

16.7%
17.4%



インドシナ半島地域各社の重点施策

域内ネットワーク拡大を見据え、各国で事業拡大を進める域内ネットワーク拡大を見据え、各国で事業拡大を進める

34

進出年 2016年6月

稼働開始 2016年6月

稼働開始 2015年10月



4.00円 4.00円 4.00円 4.00円 4.00円

4.00円 4.00円 4.00円 4.00円 40.00円

8.00円 8.00円 8.00円 8.00円 －

137.5% － 241.2% 23.6% －

資本政策について（配当）

35

基本方針

※2017年10月1日付で株式併合を行っております。2018年3月期（予想）の1株あたり期末配当金については、当該株式併合後の1株あたり
配当金額を記載しており、年間配当金合計は「-」としております。



36

日本一信頼される企業グループを目指す
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【参考資料】 当社グループの概要①
ロジテムグループ組織図

55％

日本ロジテム
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配
送
、
貿
易
代
行
）

（
通
関
、
貨
物
自
動
車
運
送
、
倉
庫
保
管
）

（貨物自動車運送、倉庫保管【関東】【中部】）

阪
神
ロ
ジ
テ
ム

ロ
ジ
テ
ム
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

ロ
ジ
テ
ム
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ロ
ジ
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ロ
ジ
テ
ム
軽
貨
便

（貨
物
自
動
車
運
送
、
倉
庫
保
管
【関
西
】
【中
国
】【
四
国
】）

（貨
物
自
動
車
運
送
、
倉
庫
保
管
【九
州
】
）

（
貨
物
自
動
車
運
送
（特
殊
車
両
）【
関
東
】）

（貨
物
軽
自
動
車
運
送
【関
東
】
）

（業
務
請
負
、
事
務
用
機
器
類
の
修
理
・組
立
、
派
遣
【関
東
】【中
部
】
）

（
事
務
用
器
具
類
の
修
理
・組
立
、
建
設
業
【関
東
】）

（
物
流
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

LO
G

ITEM
 VIETN

AM
  

LO
G

ITEM
 LAO

S G
LK

P  

（貨
物
自
動
車
運
送
、
倉
庫
保
管
）

（国
際
輸
送
、
倉
庫
保
管
、
通
関
）

（通関、港湾運送）

50％ 50％

65％65％

連結子会社

持分法適用会社

ロ
ジ
ス
メ
イ
ト

（貨
物
自
動
車
運
送
、
倉
庫
保
管
、
通
関
）

74％

26％（ベトナム子会社統括）
ロジテムインターナショナル

LOGITEM VIETNAM HOLDING   

（
物
品
販
売
）

L&
K

 TR
A

D
IN

G
  

福
岡
ロ
ジ
テ
ム

阪神ロジサポート

（貨物軽自動車運送【関西】）

（
輸
出
入
・卸
売
）

LO
G

ITEM
 VIETN

AM
 TR

AD
IN

G
  

地域別 運送品目別 サービス別

国内

ベトナム 中国

地域・事業体別に国内・海外に24社のグループ会社地域・事業体別に国内・海外に24社のグループ会社
LO

G
ITEM

 M
YAN

M
A

R
 

LOGITEM HONG KONG    

LO
G

ITEM
 SH

AN
G

H
A

I    

LO
G

ITEM
 SH

AN
G

H
A

I W
AR

EH
O

U
SE   

台湾

LO
G

ITEM
 TAIW

AN
  

LO
G

ITEM
TH

AILA
N

D

（旅
客
自
動
車
運
送
、
貨
物
自
動
車
運
送
、
倉
庫
保
管
）

タイ ラオス ﾐｬﾝﾏｰ

（通関、倉庫保管、貨物配送）

65％

C
LK

 C
O

LD
 STO

R
AG

E 

（
倉
庫
保
管
）

26％

（2017年3月31日時点）

LO
G

ITEM
 C

AM
B

O
D

IA 

（貨
物
自
動
車
運
送
、
倉
庫
保
管
、
通
関
）

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ

海外
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【参考資料】 当社グループの概要②
特徴、強み （エリア展開）

首都圏およびインドシナ半島地域を中心に展開首都圏およびインドシナ半島地域を中心に展開
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【参考資料】 当社グループの概要③
特徴、強み （物流サービス）

メーカー物流を基盤としながら、幅広いサービスを提供メーカー物流を基盤としながら、幅広いサービスを提供
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【参考資料】 当社グループの概要④
セグメント別構成比

貨物

自動車

運送

47.1%
センター

18.7%

アセット

20.0%

その他

14.3%
貨物

自動車

運送

43.4%

センター

14.7%

アセット

13.9%

その他

28.1%

日本

79.7%

海外

20.3%

貨物自動車運送事業
トラックなどを使用して貨物を
運送する事業

貨物自動車運送事業
トラックなどを使用して貨物を
運送する事業

センター事業
貨物の入出庫などの荷役、流
通加工、事務代行を行う事業

センター事業
貨物の入出庫などの荷役、流
通加工、事務代行を行う事業

その他事業
引越事業、施工関連事業輸出
入通関事業、旅客自動車運送
事業などの物流周辺事業

その他事業
引越事業、施工関連事業輸出
入通関事業、旅客自動車運送
事業などの物流周辺事業

海外

ベトナム、中華圏、
タイ、 ラオス、ミャン
マー、カンボジア

海外

ベトナム、中華圏、
タイ、 ラオス、ミャン
マー、カンボジア

日本日本

連結売上高

連結売上高

アセット事業
貨物の保管、不動産賃貸借お
よび仲介を行う事業

アセット事業
貨物の保管、不動産賃貸借お
よび仲介を行う事業

（17年3月期データ）

セグメント利益

食品

31.0%

インテリア

20.9%
エレクトロ

ニクス

14.9%自動車

関連
3.6%

アパレル

3.5%

その他

26.1%

連結売上高
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【参考資料】 当社グループの概要⑤
従業員数、輸送能力、保管能力

（18年3月期第2四半期末データ）

1,247人 2,580人 3,827人

374両 632両 1,006両
0両 598両 598両

199,255坪 70,003坪 269,258坪
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http://www.b-soudan.com


